
濵
﨑　
役
所
の
縦
割
り
の
弊
害
を
な
く

す
為
、
天
草
市
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
な

る
べ
く
市
長
直
属
の
ス
タ
ッ
フ
部
門

「
地
域
戦
略
室
」
の
新
設
が
出
来
な
い

か
。
私
見
で
す
が
、
農
林
・
水
産
・
観

光
等
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
あ
な

た
の
考
え
る
十
年
後
、
二
十
年
後
の
天

草
は
」
の
論
文
を
職
員
よ
り
募
集
し
、

市
長
直
々
に
論
文
を
審
査
し
面
接
を
し

て
ス
タ
ッ
フ
を
そ
ろ
え
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
現
在
、
市
の
組
織
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
管
理
部
門
の
再
編
、

組
織
全
体
の
総
合
調
整
、
推
進
・
評
価

な
ど
を
総
括
す
る
部
の
設
置
や
、
各
事

業
部
筆
頭
の
政
策
立
案
、
部
内
調
整
等

の
機
能
強
化
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

論
文
の
募
集
も
有
効
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の

一
つ
と
考
え
る
。

【
観
光
振
興
①
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
】

濵
﨑　
サ
ン
セ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
具
体
的
ラ

イ
ン
は
、
３
支
所
で

取
り
組
ん
で
い
る
、

「
宝
の
海
・
夕
陽
日

本
一
づ
く
り
事
業
」

の
場
で
協
議
す
る

と
い
う
事
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
お
尋
ね
す
る
。
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン

名
を
「
天
草
・
東
シ
ナ
海
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
と
定
め
る
事
は
で
き
な
い
か
。

　
夕
陽
の
愛
称
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

等
も
早
急
に
決
定
す
べ
き
だ
と
思
う
が

い
か
が
か
。

市
長  

行
政
や
地
元
代
表
等
で
、検
討
委

員
会
を
開
催
し
本
年
度
中
に
決
定
す
る
。

【
観
光
振
興
②
海
の
駅
に
つ
い
て
】

濵
﨑  「
海
の
駅
」
の
設
置
要
件
は
、
①

来
訪
者
が
利
用
で
き
る
船
舶
係
留
施
設

②
海
の
駅
に
関
す
る
情
報
提
供
等
の
為

の
ガ
イ
ド
の
設
置　
③
公
衆
ト
イ
レ
の
３

点
の
み
で
、
牛
深
港
の
場
合
、
元
水
俣

航
路
の
発
着
場
の
桟
橋
を
、
港
湾
管
理

者
で
あ
る
県
が
船
舶
係
留
施
設
と
し
て

認
め
た
ら
即
登
録
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

平
成
19
年
６
月
議
会
以
降
、
再
三
に
わ

た
り
質
問
を
し
て
い
る
が
、
実
現
し
て
い

な
い
。
今
回
こ
そ
12
月
の「
牛
深
あ
か
ね

市
」ま
で
に
認
定
可
能
か
お
尋
ね
す
る
。

市
長
　
平
成
23
年
度
末
に
は
桟
橋
の
改

修
工
事
も
概
ね
終
了
し
た
の
で
、
港
湾

の
管
理
者
で
あ
る
熊
本
県
や
認
定
機
関

と
の
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
今
年
度
中

の
登
録
を
目
ざ
し
て
い
く
。

勝
木　

平
成
初
期
、町
興
し
と
し
て
発

足
し
た
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。以
来
、

年
々
増
加
す
る
観
光
客（
平
成
23
年
度
、

天
草
圏
域
＝
16
万
人
。う
ち
、天
草
市
＝

9
万
7
千
人
）。地
元
漁
業
操
業
者
の
安

全
対
策
と
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
観
光

の
施
策
の
方
針
は
。

経
済
部
長
　
通
詞
島
沖
合
イ
ル
カ
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
安
全
協
会
に
お
い
て
、
安
全
運

航
や
事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
。
施
策

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
、

観
光
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
観
光
客
誘
致
に
取
り
組
み
た
い
。

勝
木　

発
着
所
周
辺
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
、旧
五
和
町
時
の
計
画
を
引
き
継

ぎ
、策
定
さ
れ
た
核
と
な
る
ビ
ジ
タ
ー

モ
ー
ル
基
本
構
想
の
案
を
実
行
す
る
計

画
は
な
い
の
か
。

経
済
部
長
　
発
着
所
周
辺
整
備
に
つ
い

て
は
、い
き
い
き
地
域
創
造
事
業
で
策

定
さ
れ
た
整
備
構
想
に
基
づ
き
、駐
車

場
の
整
備
や
イ
ル
カ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
設
置
な
ど
順
次
取
り
組
ん
で
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
モ
ー
ル
案
に
つ
い
て
は
、漁

協
を
は
じ
め
関
係
者
の
合
意
形
成
が
図

ら
れ
、実
現
へ
の
機
運
が
醸
成
さ
れ
れ

ば
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

勝
木　

今
後
の
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

観
光
に
対
す
る
市
の
位
置
付
け
は
。

市
長
　
天
草
を
代
表
す
る
宝
物
の
一
つ

で
あ
る
。観
光
は
経
済
波
及
効
果
や
雇

用
創
出
効
果
の
高
い
総
合
産
業
で
あ

り
、天
草
の
重
要
な
観
光
資
源
と
し
て
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
】

勝
木　

国
県
道（
五
和
地
区
）の
整
備
状

況
は
。

建
設
部
長
　
御
領
小
串
交
差
点
周
辺
に

つ
い
て
は
25
年
度
に
用
地
買
収
及
び
事

業
促
進
が
図
ら
れ
る
。二
江
地
区
、鬼
池

港
入
口
周
辺
に
お
い
て
は
積
極
的
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

勝
木　

市
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
、

防
災
の
面
や
高
齢
化
の
進
む
中
で
、現

状
の
維
持
費
で
は
市
民
の
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
の
で
は
。予
算
枠
を
拡

大
し
て
整
備
を
進
め
る
考
え
は
。

建
設
部  

　
多
く
の
路
線
、施
設
が
施
工

後
の
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、維
持
管
理

が
増
大
す
る
事
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。各

路
線
、施
設
ご
と
に
評
価
を
行
い
、緊
急

性
や
効
率
性
並
び
に
地
域
等
を
考
慮
し

な
が
ら
予
算
化
を
し
て
い
き
た
い
。

中
村　

市
の
公
共
交
通
連
携
計
画（
21

〜
23
年
度
）が
策
定
さ
れ
て
い
た
が
、そ

の
進
捗
状
況
は
。

企
画
部
長
　
路
線
バ
ス
の
再
編
等
は
進

ん
だ
が
、協
議
ま
で
に
留
ま
り
、対
策
を

実
行
で
き
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

中
村　

そ
の
よ
う
な
中
、市
で
は
24
年

度
以
降
の
計
画
が
な
く
、交
通
不
便
地

域
の
対
象
人
口
等
も
十
分
に
把
握
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。移
動
手
段
を
持
た
な

い
地
域
が
増
加
す
れ
ば
、市
民
の
行
動

を
制
限
し
、地
域
の
経
済
活
動
も
疲
弊

す
る
。高
齢
化
や
、中
心
地
域
と
周
辺
地

域
の
格
差
拡
大
が
加
速
す
る
中
に
あ
っ

て
は
、交
通
不
便
地
域
等
を
解
消
し
、交

通
弱
者
を
救
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は

急
務
で
あ
る
。

　

ま
た
、こ
の
よ
う
な
対
策
は
、官
民
一

体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
。地

域
の
実
情
を
的
確
に
把
握
し
て
課
題
を

解
決
し
て
い
く
に
は
、支
所
単
位
で
協

議
会
を
設
立
し
、現
状
分
析
と
中
期
的

な
需
要
予
測
を
行
い
、地
域
に
適
し
た

対
策
を
練
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。今
後
の
計
画
を
い
ち
早
く
策
定
し
、

で
き
る
こ
と
か
ら
即
座
に
実
行
す
べ
き

で
あ
る
。

市
長
　
広
域
か
つ
高
齢
化
率
の
高
い
本

市
に
お
い
て
は
、公
共
交
通
に
関
す
る

計
画
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
私
自
身
も

考
え
る
。支
所
単
位
で
の
協
議
会
設
立

な
ど
は
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

思
う
。今
後
、で
き
る
こ
と
か
ら
早
期
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

【
教
育
委
員
の
任
命
の
件
に
つ
い
て
】

中
村　

教
育
委
員
選
任
の
際
、現
在
ど

の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
か
。

市
長
　
任
命
は
任
命
権
者
で
あ
る
私
が

行
う
が
、各
委
員
へ
の
事
前
交
渉
や
説

明
は
、教
育
長
が
行
っ
て
い
る
。

中
村　

教
育
長
も
教
育
委
員
の
一
人
で

あ
る
。人
選
に
あ
た
っ
て
は
当
然
相
談

も
必
要
だ
が
、各
委
員
が
公
平
な
立
場

で
議
論
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、就

任
の
交
渉
等
は
市
長
部
局
が
行
う
べ
き

と
考
え
る
。ま
た
今
回
、7
月
に
就
任
し

た
委
員
が
２
名
辞
任
し
て
い
る
。就
任

に
関
す
る
市
の
事
前
説
明
が
不
十
分
だ

っ
た
の
で
は
。そ
の
場
合
、辞
任
し
た
委

員
自
身
に
も
迷
惑
が
か
か
る
。こ
の
よ

う
な
点
も
踏
ま
え
、今
後
、任
命
に
関
す

る
仕
組
み
を
き
ち
ん
と
構
築
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

鶴
戸　
岩
手
県
釜
石
市
の
防
災
教
育　

奇
跡
を
呼
ぶ
生
存
率
99
・
8
％　
小
中

学
生
。
命
を
救
っ
た
の
は
こ
こ
数
年
の

防
災
教
育
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
本
市
の
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

学
校
現
場
の
防
災
教
育
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
長
　
本
市
に
お
い
て
は
、
各
学
校

ご
と
に
校
区
の
実
態
に
合
わ
せ
て
防
災

に
備
え
た
学
習
や
行
動
が
で
き
る
よ
う

防
災
計
画
を
作
成
し
、
被
災
地
で
の
事

例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
避
難
訓
練
も

含
め
見
直
し
を
行
い
修
正
を
加
え
る
な

ど
し
て
防
災
教
育
を
進
め
て
い
る
。

鶴
戸　
棚
底
城
跡
は
旧
倉
岳
町
が
平
成

14
年
度
か
ら
調
査
を
始
め
、
平
成
21
年

7
月
23
日
に
広
い
エ
リ
ア
を
持
つ
史
跡

で
は
天
草
郡
市
で
も
初
の
国
指
定
史
跡

と
な
り
、
中
世
城
跡
と
し
て
は
熊
本
県

で
4
番
目
の
国
指
定
史
跡
と
聞
い
て
い

る
。
保
存
管
理
計
画
等
の
計
画
は
な
さ

れ
て
い
る
が
、
予
算
計
上
は
な
い
。
計

画
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
あ

る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長
　
史
跡
棚
底
城
跡
保
存
管
理
計

画
策
定
の
た
め
の
委
員
会
を
設
置
し
、

今
年
3
月
に
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し

た
。
平
成
24
年
度
事
業
計
画
は
史
跡
用

地
の
公
有
化
に
向
け
た
地
権
者
等
の
現

況
調
査
及
び
事
前
説
明
等
の
準
備
作
業

を
計
画
し
て
い
る
。
史
跡
用
地
の
公
有

化
は
平
成
25
年
度
以
降
実
施
し
て
行
き

た
い
。
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
持
つ
城

郭
で
あ
る
。
城
郭
全
体
像
の
解
明
に
向

け
、
保
存
管
理
の
基
本
方
針
と
し
て
今

後
も
継
続
し
て
調
査
を
実
施
す
る
。

地
域
戦
略
室
の
新
設
に
つ
い
て

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
観
光
の

　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
に
つ
い
て

防
災
教
育
・
棚
底
城
跡
に
つ
い
て

鶴戸継啓
議員

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

勝
木

勝
木

中
村

中
村

勝
木

勝
木

中
村

中
村

勝
木

鶴
戸

鶴
戸

新
た
な
公
共
交
通
体
系
の

　
　
　
　
　
　
　
　
確
立
に
つ
い
て

中村五木
議員

勝木幸生
議員

浜﨑昭臣
議員棚底城跡地

魚貫町の黒石海岸の夕陽

市
長

教
育
長

教
育
長

市
長

市
長

経
済
部
長

経
済
部
長

企
画
部
長

市
長

市
長

市
長

建
設
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長

建
設
部
長
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